
旭市文化協会規約
第１章 総則

（名称）

第１条 本会は旭市文化協会という。

（目的）

第２条 本会は、旭市内の文化団体相互の親睦と協調発展を図り、併せて市民文化の向上

に寄与することを目的とする。

  

第２章 会員

（資格）

第３条 本会の会員は、第２条の趣旨に賛同する旭市内の各文化団体とする。

（入会）

第４条 本会に入会しようとする文化団体は、所定の入会申込書を提出しなければならな

い。

２ 前項の申し込みがあったときは、理事会に諮り、会長審査のうえ、第３条に該当す

るものと認めた時は、その入会を承認し、団体会員台帳に登録するものとする。

（会費）

第５条 文化団体は、細則に定める会費を納入しなければならない。

（会員の資格喪失）

第６条 会員は、次の各号に該当する場合は、その資格を失う。

   （１）退会

   （２）除名

（退会）

第７条 会員が退会しようとするときは、理由を付して届け出なければならない。

（除名）

第８条 会員が会費を滞納し、または、この規約に違反し、もしくは、本会の体面をけが

す行為をしたときは、代議員会において、出席代議員の３分の２以上の同意によっ

て除名することができる。

第３章  運営形態及び事業

（運営形態）

第９条 本会は協会の会員団体を統括する芸能部、美術部、茶華道部、文芸部等の協調に

より運営するものとする。

２ 部門ごとに事務局を置くことができる。

（事業）

第１０条 本会は、第１章 第２条の目的を達成するため、次の事業を行う。

（１）文化団体ごとの研究、研鑽の推進を行うこと。

（２）文化祭を開催すること。

（３）機関誌、その他文化図書を刊行すること。

（４）前各号のほか、本会の目的を達成するため、社会、市政、教育、福祉に貢献す

る事業を行う。

（事務所）

第１１条 本会は事務局を会長宅に置く。



第４章 役員及び代議員・顧問等

（種別）

第１２条（１）役 員

      本会に次の役員を置く。

       会長     １名

       副会長  若干名

       常任理事  若干名

理事    若干名

       監事     ２名

     （２）代議員

     （３）事務局

事務局長  １名

       事務局次長 １名

       会計   ２名

     （４）顧問等

（選任）

第１３条 役員は、代議員の内から各所属部門の推薦を受けた役員候補者を総会で承認を

受け選任する。役員氏名の表記・呼称は本名とする。通称名の使用については細

則に定める。

２ 代議員は各単位団体の会員数２０名を目途に１名を届け出る。

３ 事務局担当者は会長がこれを委嘱する。

４ 顧問等は総会の議決による。

（任期）

第１４条 役員の任期は２年とし、再任を妨げない。

ただし、（会長・副会長）については３期６年を限度とする。

役員に欠員が生じた場合の扱いは細則に定める。

補欠により選任された役員は、前任者の残任期間とする。

（役員および代議員、事務局長、会計の職務）

第１５条 会長は、諸般の会務を総理し、本会を代表する。

２ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるときは、あらかじめ会長の指名した順序

により、その職務を代行する。

  ３ 理事は、本会運営の重要事項を審議するとともに、本会の事業・運営にあたるもの

とする。

４ 代議員は、所属する単位団体、グループを代表するとともに、所属する他団体、グ

ループと協力して本会の事業推進にあたるものとする。

  ５ 事務局長は、本会の事務を統括する。

    事務局次長は、局長を補佐する。

６ 会計は、本会の経理を担当する。

（監事の職務）

第１６条 監事は、会務を監査する。

第５章 会議

（総会）

第１７条 総会は、定時総会および臨時総会とする。



２ 定時総会は毎年１回開催する。

３ 臨時総会は代議員の２分の１以上から、目的を示して請求があったとき開催する。

（総会に付議すべき事項）

  第１８条 総会に付議しなければならない事項は、この規約で別に定めるもののほか、次

のとおりとする。

（１）役員を選出すること。

（２）規約または細則を変更すること。

（３）事業計画および歳入歳出予算を定めること。

（４）事業報告および決算報告を承認すること。

（５）その他本会の運営に関する重要なこと。

（代議員会）  

第１９条 代議員は代議員会を構成し、緊急を要する事項で総会を開くことが困難な場合、

総会に代わりこれを議決することができる。

（理事会）

第２０条 理事は理事会を構成し、総会および代議員会より委任された事項および会務執

行上の緊急事項を決定する。

（企画会議）

第２１条 企画会議は、会長、副会長、常任理事、事務局長、事務局次長、会計で構成し、

事業の基本計画および、理事会に提案する議案を審議する。

（定足数）

第２２条 総会は各単位団体の代表者（代議員）の２分の１以上の出席がなければ会議を

開くことができない。

２ 代議員会および理事会、企画会議は、それぞれこれを構成する代議員または理事の、

過半数が出席しなければ会議を開くことができない。

３ ただし、委任状の提出があったときは、委任者は出席したものとみなす。

（議決）

第２３条 総会の議決は、出席者の過半数をもって決する。

  ２ 代議員会および理事会、企画会議の議決は、それぞれ出席者の過半数をもって決す

る。

（会議の招集）

第２４条 総会、および代議員会並びに理事会、企画会議は、会長が招集する。

  ２ 会議の議長は、会長がこれにあたる。

第６章 会計

（資金の構成）

第２５条 本会の資金は、次の各号をもって構成する。

   （１）会費

   （２）補助金

   （３）寄付金品

   （４）その他収入

２ 基本財産の造成処分は、理事の３分の２以上の賛成により処理することができる。

（会計年度）

第２６条 本会の会計年度は、毎年４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わる。

（手当）



第２７条 会長が必要と認めたときは、役員及び事務局担当者に費用の実費および手当て

を支給することができる。

第７章 表彰

（表彰）

第２８条 本会の発展に多年功労のあった者に対し、表彰することができる。

第８章 弔慰

（弔慰）

第２９条 本会の役員についての弔慰規定を設ける。

     弔慰規定についての細則は別に定める。

（実施細則）

第３０条 この規約の施行について必要な細則は、総会の議決を経て別に定める。

（付則）

１．この規約は、平成１７年７月１日から施行する。

２．この規約は、平成２１年５月１７日一部改正。

３．この規約は、平成２２年５月１６日一部改正。

４．この規約は、平成２９年５月７日一部改正。

５．この規約は、令和元年５月１９日一部改正。

６．この規約は、令和４年５月１５日一部改正。

７．この規約は、令和６年５月２６日一部改正（規約細則第１条第１項第１号）。

旭市文化協会規約細則

第１条 規約第５条に規定する会費は、次のとおりとする。

（１）所属団体ごとに年額１人１,０００円とする。

（２）小中学生は無料とする。

第２条 規約第１３条に規定する通称名の使用については、次のとおりとする。

（１）通称名（筆名、芸名等）が広く認知されている場合には、通称名を役員氏名の表記・

呼称に使用することができるものとする。

（２）前号通称名の使用は企画会議の承認を得るものとする。

第３条 規約第１４条に規定する欠員の補充については、次のとおりとする。

（１）補欠となる者についての扱いは企画会議にて決定する。

（２）企画会議は次期総会にその内容を報告し承認を得るものとする。

第４条 規約第２８条に規定する表彰規定は、次のとおりとする。

（１）本会に功績のあった者を表彰する。

（２）表彰者選考に当っては、選考委員会を開き決定する。

（３）選考委員は理事会において、理事の中から若干選出して選考委員会を組織する。

第５条 規約第２９条に規定する弔慰規定は、次のとおりとする。

（１）本会役員が死亡した場合は弔慰を表する。

（２）前号について返礼を受けないものとする。


